
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

～５７～５７～５７～５７０回０回０回０回継続中～継続中～継続中～継続中～    

一人でも多くの市民の方に市政情

報をお伝えしたいという想いから、午

前 6 時 20 分頃～8 時 30 分頃に駅前で

「市政報告」の配布を行っています。 

※フェイスブックとツイッターのアカウントを開設しています。 
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人口減少・少子高齢化時代に対応した人口減少・少子高齢化時代に対応した人口減少・少子高齢化時代に対応した人口減少・少子高齢化時代に対応したまちづくりまちづくりまちづくりまちづくりへの転換をへの転換をへの転換をへの転換を    

平成 28 年度の市政運営方針が、伏見市長より表明されました。人口減少への対応として、出生率を高 

め、市外への転出者を抑制し、転入者を増加させていくために「人が集まるまちづくりの推進」「高齢者 

が健康でいきいきと暮らせるまちづくりの推進」「協働によるまちづくりの推進」「将来世代に大きな負 

担を残さない徹底した市政改革の推進」を重点施策として掲げています。 

枚方市人口推計調査報告書によると、平成 55 年には人口が 25 年から約 8万人減少して約 32 万人となり、65 歳以

上の高齢者人口が約 36.4％（約 12 万人）になると予測されています。出生率を高め、転出者抑制、転入者増の施策

も重要であり、選挙公約を実行することは言うまでもありませんが、一地方自治体だけでできることは限られており、

小手先だけの施策では、人口減少・少子高齢化といった大きな流れを止めることは困難です。またこの問題を解決す

るには、国家的に効果的施策を実行できたとしても百年単位の時間を要すると言われています。 

人口減少・少子高齢化の時代を迎えて枚方市が取り組まなければならないことは、高度経済成長時代の人口が増加

することを前提としたまちづくりから脱却し、人口が 2 割減り 3人に 1人が高齢者となる時代を前提としたまちづく

りへと転換していくことです。このままでは、社会保障や住民サービスを維持することが厳しくなり、持続的発展が

可能なまちづくりは望めません。学校などの公共施設のあり方をはじめ、宅地開発や道路インフラの整備、市役所が

担う役割などの見直しを、住民合意を得ながら進めていくことが求められます。市政運営方針では、人口減少に対し

て一時的に効果が見込める施策は見られますが、将来を見据えて市役所のあり方を抜本的に見直すような方針や施策

は不透明なままです。目先の人口を増やす（減少を抑制する）施策に力を入れることを否定しませんが、人口減少・

少子高齢化という大きな社会構造の変化に対応するための構造改革の施策とセットで打ち出すべきです。手遅れにな

る前に、将来を見据えた構造改革に早く着手し、具体的な取り組みを進めていくことが重要だと感じています。 

 

 


